
豊かな自然の中、子どもたちがすくすく育ち、京田辺を明るい
未来へとつないでくれることを願っています。
京田辺・同志社連携事業（三山木幼稚園と同志社大学ラグビー
部との交流）。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
清
々
し
い
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
市
政
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
長
引
く
デ
フ
レ
不
況
か
ら
の
脱
却
や
複

雑
な
外
交
問
題
に
一
筋
の
光
が
見
え
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

迎
え
ま
し
た
２
０
１
５
年
、
日
本
経
済
が
回
復
か
ら
成
長

へ
と
進
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
ひ
つ
じ
年
に
込
め
ら
れ
た
家

族
の
安
泰
と
平
和
な
暮
ら
し
が
長
く
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
我
々
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口

減
少
や
少
子
化
が
加
速
度
的
に
進
む
と
い
う
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

本
市
で
も
い
ま
だ
人
口
増
加
が
続
い
て
は
い
る
も
の
の
、

高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
い
ず
れ
訪
れ
る
人
口
減
少
に
備
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
中
長
期
的
な
視
点
に
た
ち
、
こ
れ

ま
で
進
め
て
き
た
「
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
創
造
」
と
「
子

育
て
支
援
の
充
実
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
全
力

で
取
り
組
み
、
独
自
の
政
策
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

新
年
に
あ
た
り
、「
緑
豊
か
で
健
康
な
文
化
田
園
都
市
」

の
実
現
に
邁
進
す
る
こ
と
を
誓
う
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明
る
い
未
来
に
向
け
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
笑
顔

あ
ふ
れ
る
１
年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
心
健
や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
あ
た
た
か
い
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
も
、
自
然
が
猛
威
を
振
る
っ
た

一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
発
明
に

よ
る
日
本
人
科
学
者
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
は
、世
界
の
「
光
」

を
変
え
て
い
く
発
明
と
さ
れ
、
日
本
科
学
が
生
み
出
す
秀
逸

さ
を
示
し
た
誇
ら
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
本
市
議
会
で
は
、
大
き
な
改
革
を
行
い
、
議
会
機

能
の
充
実
を
図
る
よ
う
、
９
月
に
は
議
会
の
最
高
規
範
と
な

る
議
会
基
本
条
例
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
開
か

れ
た
議
会
と
な
る
よ
う
１２
月
開
催
の
議
会
か
ら
は
、
本
会
議

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
皆
様
の
代
表
者
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
議

員
自
ら
が
律
す
る
議
員
政
治
倫
理
条
例
を
定
め
、
心
引
き
締

め
新
た
な
一
歩
を
進
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
負
託
に
応
え
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。



広告 広告

【
申
告
が
必
要
な
人
】

平
成
２７
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
る
次
の
人

た
だ
し
、
確
定
申
告
す
る
人
・

勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
る
人
を
除
き
ま

す
。①

平
成
２６
年
中
に
所
得
が
あ
っ

た
人②

同
２６
年
中
に
所
得
が
な
く
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▼
市
内
に
住
む
親
族
の
税
法
上

の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い

▼
所
得
証
明
書
な
ど
が
必
要

▼
国
民
健
康
保
険
加
入
者
な
ど

【
申
告
場
所
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

【
申
告
が
必
要
な
人
】

①
給
与
所
得
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

▼
年
間
収
入
金
額
が
２
千
万
円

を
超
え
る

▼
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
収

入
が
あ
る

▼
給
与
・
退
職
所
得
以
外
の
所

得
合
計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る

②
公
的
年
金
等
の
雑
所
得
の
み

で
、
所
得
金
額
が
所
得
控
除
の
合

計
額
を
超
え
る
人

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
２０
万
円
以
下
の
場
合

は
確
定
申
告
は
不
要
で
す
。

た
だ
し
、
市
・
府
民
税
の
申
告

や
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の

還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告

は
必
要
で
す
。

③
①
・
②
以
外
で
各
種
の
所
得

合
計
額
が
所
得
控
除
の
合
計
額
を

超
え
る
人
な
ど

【
申
告
場
所
】

▼
宇
治
税
務
署
（
宇
治
市
大
久

保
町
井
ノ
尻
６０
・
３
）

▼
税
務
署
の
出
張
申
告
会
場

次
の
と
お
り
、
税
務
署
が
出
張

申
告
会
場
を
設
け
ま
す
。

日
に
ち
＝
２
月
６
日
㈮
・
９
日

㈪
時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
～
午
後

４
時（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

た
だ
し
、
土
地
・
建
物
・
株
式

な
ど
を
売
却
し
た
場
合
や
、
贈
与

税
・
相
続
税
の
申
告
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
給
与
所
得
・
雑
所
得
・

青
色
申
告
以
外
の
収
支
内
訳
書
が

作
成
済
み
の
農
業
所
得
の
確
定
申

告
は
、
市
・
府
民
税
の
申
告
会
場

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
印
鑑

▼
給
与
・
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票

▼
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料

な
ど
の
控
除
証
明
書

▼
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
・

国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
支
払
金

額
が
分
か
る
も
の

▼
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

は
、
医
療
費
の
明
細
書
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市
・
府
民
税
申
告
と
確
定
申
告
の

時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
申
告

が
必
要
な
人
は
早
め
に
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、２
月
１
日
発
行
の「
市

税
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間
＝
２
月
１６
日
㈪
～
３
月

１６
日
㈪

問
合
せ
先
＝
▼
市
・
府
民
税
申

告
に
関
す
る
こ
と
…
税
務
課
（
☎

６４
・
１
３
１
７
）
▼
確
定
申
告
に
関

す
る
こ
と
…
宇
治
税
務
署
（
☎
４４
・

４
１
４
１
）

市
は
、１
月
下
旬
に
国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険
料

の
「
確
定
申
告
用
納
付
済
確
認
書
」
を
郵

送
し
ま
す
。

平
成
２６
年
中
に
納
付
し
た
保
険
税（
料
）

は
、
同
年
分
の
確
定
申
告
や
市
・
府
民
税

の
申
告
の
と
き
に
、
費
用
を
負
担
し
た
人

の
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
で
き
ま

す
。
な
お
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

で
納
付
し
た
場
合
、
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
で
き
る
の
は
年
金
受
給
者
本
人

の
み
で
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
こ
と
…
国
保

医
療
課
（
☎
６４
・
１
３
３
２
、
☎
６４
・

１
３
７
４
）
▼
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

…
高
齢
介
護
課
（
☎ 

６４
・
１
３
７
３
）

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障

だ
け
で
な
く
、
病
気
・
け
が
で
重
い

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
も
年
金
が
支

払
わ
れ
る
制
度
で
す
。

２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
人
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
２０
歳
に
な
っ

た
ら
必
ず
加
入
し
ま
し
ょ
う
。な
お
、

勤
務
先
で
厚
生
・
共
済
年
金
に
加
入

し
て
い
る
人
を
除
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料（
平
成
２６
年
度
）

＝
月
額
１
万
５
千
２
５
０
円

手
続
先
＝
▼
学
生
・
自
営
業
者
な

ど
…
市
役
所
・
年
金
事
務
所
▼
会
社

員
・
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者

…
会
社
員
・
公
務
員
の
勤
務
先

納
付
方
法
＝
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
ら
れ
る
納
付
書
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い口

座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
・

電
子
納
付
な
ど
も
で
き
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
保
険
料
の
納
付
猶
予
・
免
除
も
】

学
生
な
ど
収
入
が
少
な
く
保
険
料

を
納
付
で
き
な
い
人
に
は
、
納
付
猶

予
・
免
除
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
未
納
が
続
く
と
、老
齢
・

障
害
年
金
が
受
給
で
き
な
か
っ
た

り
、
将
来
受
け
取
れ
る
年
金
額
が
少

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

▼
市
民
年
金
課
（
☎
６４
・

１
３
３
３
）
▼
京
都
南
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
５
・
６
４
３
・
２
５
４
７
）

市
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
年

金
天
引
き
）
し
て
い
ま
す
。

２
月
に
国
保
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
特
別
徴
収
で
納
付
す
る
と
、
４
・
６
・
８

月
も
２
月
と
同
額
を
特
別
徴
収
し
ま
す
。
た

だ
し
６
・
８
月
は
調
整
月
の
た
め
、
徴
収
額

が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
４
月

以
降
新
た
に
特
別
徴
収
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
対
象
世
帯
】

国
保
税
＝
▼
世
帯
主
が
国
保
加
入
者
▼
世

帯
内
の
国
保
加
入
者
全
員
が
６５
～
７４
歳
▼
年

額
１８
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
、
国
保
税

と
介
護
保
険
料
の
合
算
額
が
、
天
引
き
の
対

象
と
な
る
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い

世
帯
主
が
平
成
２７
年
４
月
か
ら
同
２８
年
３

月
末
ま
で
に
７５
歳
に
な
る
場
合
を
除
き
ま

す
。後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
▼
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
▼
年
額
１８
万
円
以
上
の

年
金
を
受
給
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

と
介
護
保
険
料
の
合
算
額
が
、
天
引
き
の
対

象
と
な
る
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い

◆
口
座
振
替
で
も
納
付
で
き
ま
す
◆

特
別
徴
収
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
口
座

振
替
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
方
法
＝
①
市
内
の
指
定
金
融
機
関
に

通
帳
・
印
鑑
・
保
険
証
を
持
参
し
、
口
座
振

替
依
頼
書
を
提
出
②
国
保
医
療
課
に
同
依
頼

書
の
控
え
・
保
険
証
を
持
参

１
月
３０
日
㈮
ま
で
に
申
請
す
る
と
、
４
月

分
か
ら
特
別
徴
収
を
中
止
し
ま
す
。

【
申
請
・
問
合
せ
先
】

国
保
医
療
課
（
☎
６４
・
１
３
３
２
、
☎
６４
・

１
３
７
４
）

市
・
教
育
委
員
会
は
、
平
成

２７
年
４
月
以
降
に
採
用
す
る
臨

時
職
員
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
方
法
な
ど
は
、
市
役
所

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
募

集
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。募

集
職
種
＝
下
表
の
と
お
り

受
付
期
間
＝
１
月
１３
日
㈫
～

２３
日
㈮
（
正
午
～
午
後
１
時
、

土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
）

採
用
＝
臨
時
的
任
用
職
員
登

録
名
簿
（
有
効
期
限
は
平
成
２８

年
３
月
３１
日
）
に
登
載
し
、
欠

員
が
あ
っ
た
と
き
に
申
込
書

類
・
面
談
結
果
な
ど
で
選
考
し

ま
す

市
は
１
月
か
ら
、
妊
娠
し
て
も

赤
ち
ゃ
ん
が
育
た
な
い「
不
育
症
」

の
治
療
費
の
一
部
助
成
を
始
め
ま

す
。ま

た
、
不
妊
治
療
の
助
成
対
象

を
拡
大
し
、
男
性
の
不
妊
治
療
に

も
新
た
に
助
成
し
ま
す
。

平
成
２６
年
１０
月
１
日
以
降
の
不

育
症
・
男
性
不
妊
治
療
分
か
ら
助

成
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
夫
婦

▼
府
内
に
１
年
以
上
在
住
し
、

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
間
に
不

育
・
不
妊
治
療
を
受
け
た

▼
各
種
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る

【
新
た
に
対
象
と
な
る
治
療
】

不
育
治
療
＝
保
険
適
用
の
検

査
・
治
療

男
性
不
妊
治
療
＝
精
巣
内
精
子

生
検
採
取
法
・
精
巣
上
体
内
精
子

吸
引
法
な
ど
に
よ
る
手
術

な
お
、
体
外
受
精
・
顕
微
授
精

に
は
府
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
事
実
上
婚
姻
関
係
に

あ
る
男
女
は
、保
険
適
用
の
検
査
・

治
療
分
の
み
申
請
で
き
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

子
育
て
支
援
課
（
☎
６４
・

１
３
７
７
）

市
・
教
育
委
員
会
は
、
平
成
２７
年
４
月
に
採

用
す
る
正
職
員
・
非
常
勤
嘱
託
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

市
民
の
た
め
に
考
え
行
動
で
き
る
、
熱
意
と

使
命
感
あ
ふ
れ
る
人
を
求
め
ま
す
。
京
田
辺
市

の
未
来
を
切
り
拓
き
ま
せ
ん
か
。

募
集
職
種
・
資
格
な
ど
＝
下
表
の
と
お
り

申
込
方
法
＝
試
験
案
内
を
確
認
し
、
申
込
書

を
書
い
て
、写
真
（
申
込
前
６
カ
月
以
内
撮
影
、

正
面
・
脱
帽
・
上
半
身
、
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）

を
貼
り
、
必
要
な
免
許
証
な
ど
の
写
し
を
添
え

て
、
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い

郵
送
・
代
理
人
に
よ
る
提
出
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。

採
用
日
＝
４
月
１
日

市
は
、
仕
事
な
ど
で
家
庭
で

の
保
育
が
難
し
い
と
き
に
病
気

の
子
ど
も
を
預
か
る
病
児
保
育

を
、
１
月
１６
日
㈮
か
ら
新
た
に

近
鉄
新
田
辺
駅
前
の
田
辺
中
央

病
院
（
や
す
ら
ぎ
保
育
園
）
に

委
託
し
ま
す
。

市
内
で
病
児
保
育
を
行
う
施

設
は
、
浜
口
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
加
え
２
カ
所
目
と
な
り
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

対
象
・
利
用
日
な
ど
＝
下
表

の
と
お
り

問
合
せ
先
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
６４
・
１
３
７
６
）

市
で
は
、
今
後
の
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
重

視
し
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

環
境
保
全
性
＝
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の

削
減
が
で
き
る
か

資
源
循
環
性
＝
焼
却
に
伴
う
熱
を
、
発
電

な
ど
に
有
効
利
用
で
き
る
か

安
定
稼
働
性
＝
長
期
間
に
わ
た
り
、
ご
み

を
確
実
に
安
定
し
て
処
理
で
き
る
か

経
済
性
＝
建
設
・
維
持
管
理
費
な
ど
の
削

減
が
で
き
る
か

検
討
の
過
程
で
は
、
ご
み
減
量
化
推
進
審

議
会
に
意
見
を
求
め
、
市
単
独
で
の
処
理
に

比
べ
、
広
域
処
理
を
行
う
方
が
優
位
性
が
高

い
と
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
こ
う
し

た
内
容
を
含
め
た
「
ご
み
処
理
施
設
整
備
基

本
構
想
（
案
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
過
を
基
に
、
１２
月
１９
日
に
は

石
井
明
三
市
長
と
枚
方
市
の
竹
内
脩
市
長

が
、
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備
園
と
枚
方

市
の
穂
谷
川
清
掃
工
場
第
３
プ
ラ
ン
ト
の
建

て
替
え
方
針
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。協

議
の
中
で
両
市
長
は
、
可
燃
ご
み
の
処

理
を
共
同
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
、
ま
た
今

回
の
建
設
地
は
本
市
の
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

甘
南
備
園
と
し
、
次
回
の
更
新
時
に
は
枚
方

市
の
東
部
清
掃
工
場
用
地
に
建
設
す
る
こ
と

に
合
意
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
先
】

清
掃
衛
生
課
（
☎
６８
・
１
２
８
８
）
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「
科
学
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
学
研

都
市
を
、「
歴
史
」
の
側
面
か
ら
見
つ

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容
・
参
加
費
＝
下
表
の
と

お
り午

前
・
午
後
の
み
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
。
昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。

場
所
＝
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ（
精
華
町
）

講
師
＝
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館

資
料
課
課
長
の
田
中
淳
一
郎
さ
ん

定
員
＝
各
回
先
着
６０
人
。
結
果
は
お

知
ら
せ
し
ま
す

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
用

に
、
希
望
日
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

住
所
・
電
話
番
号
を
、
返
信
用
に
住
所
・

氏
名
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
講
座

し
め
き
り
＝
▼
第
１
回
…
１
月
３０
日

㈮
（
必
着
）
▼
第
２
回
…
３
月
６
日
㈮

（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
け
い
は
ん
な

学
研
都
市
活
性
化
促
進
協
議
会
「
歴

史
講
座
」
係
（
㈱
け
い
は
ん
な
内
、

〒
６
１
９
・
０
２
３
７
相
楽
郡
精
華
町

光
台
一
丁
目
７
、
☎
９５
・
５
０
３
４
）

今号では、学研都市北の玄関口とし
て発展する三山木駅前を紹介します。
この時期、イルミネーションが幻想的
な空間を演出する駅周辺には、近年、多彩なお店が出店し、に
ぎわいを呼んでいます。全国チェーンの喫茶店をはじめラーメ
ン屋さん、パン屋さん、レストランなどが
立ち並び、私たち同志社大学の学生もよく
利用しています。駅前を巡り、お気に入り
のお店探しをしてみませんか。
問合せ先＝秘書広報課（☎ 64-1320）

お
魚
の
知
識

が
豊
富
で
、
か

わ
い
い
お
魚
の

帽
子
が
特
徴
の

さ
か
な
ク
ン
が
、

お
魚
の
話
や
海
・

川
の
大
切
さ
を

楽
し
く
語
る
公

開
授
業
で
す
。

日
時
＝
３
月
１
日
㈰
。
午
後
２
時
～

３
時
（
開
場
は
午
後
１
時
か
ら
）

場
所
＝
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
（
精
華

町
）講

師
＝
東
京
海
洋
大
学
客
員
准
教
授

の
さ
か
な
ク
ン

チ
ケ
ッ
ト
代
＝
１
千
２
０
０
円
（
当

日
１
千
７
０
０
円
）

未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
先
＝
▼
㈱
け
い
は
ん

な
（
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
交
流
棟
３

階
〈
精
華
町
〉、
☎
９５
・
５
１
１
５
、
平

日
午
前
１０
時
～
午
後
５
時
）
▼
ケ
イ
・

ネ
ッ
ト
平
和
堂
京
田
辺
店
（
ア
ル
・
プ

ラ
ザ
京
田
辺
１
階
、
☎
６５
・
２
１
０
９
、

午
前
１０
時
～
午
後
９
時
）
▼
チ
ケ
ッ
ト

ぴ
あ
（
Ｐ
コ
ー
ド
６
２
８

・１
９
４
）

▼
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
（
L
コ
ー
ド

５
５
３
４
２
）

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
・
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ

ト
発
券
手
数
料
１
０
８
円
が
別
途
必
要

で
す
。
ま
た
、
購
入
し
た
チ
ケ
ッ
ト
の

払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
＝
㈱
け
い
は
ん
な
事
業
部

（
☎
９５
・
５
１
１
５
）

市
は
、
男
性
を
対
象
に
ピ
ン
ピ
ン
教
室
（
調
理
編
）
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。
脳
を
働
か
せ
な
が
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
メ
ニ
ュ
ー
を
学
び
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
。

日
に
ち
・
内
容
＝
右
表
の
と
お
り

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
１
時
３０
分

場
所
＝
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
宝
生
苑

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
６５
歳
以
上
の
男
性

定
員
＝
１０
人

初
め
て
の
人
、
全
回
参
加
で
き
る
人
を
優
先
し
、
多
数
の
場

合
は
抽
選
し
ま
す
。

参
加
費
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
間
＝
１
月
５
日
㈪
～
１６
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課
（
☎
６４
・
１
３
３
５
）

京
田
辺
ふ
れ
あ
い
夢
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員

会
は
、「
今
、
い
き
い
き
し
て
い
ま
す
か
～

男
女
（
と
も
）
に
支
え
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」を
テ
ー
マ
に
、京
田
辺
ふ
れ
あ
い
夢
フ
ェ

ス
タ
を
開
き
ま
す
。
今
年
は
喜
多
方
市
か
ら

マ
ス
コ
ッ
ト
「
み
ん
べ
ぇ
」
と
、
元
気
な
子

ど
も
た
ち
が
駆
け
付
け
ま
す
。

日
時
＝
１
月
３１
日
㈯
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
・
中
央
公

民
館内

容
＝
▼
手
作
り
品
の
販
売
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
・
模
擬
店
な
ど

▼
落
語
家
の
露
の
団
姫（
つ
ゆ
の
ま
る
こ
）

さ
ん
（
＝
写
真
）
に
よ
る
講
演
会

手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。
託
児
を
希
望
す
る

人
は
１
月
２１
日
㈬
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
京
田
辺
ふ
れ
あ
い
夢
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
会
事
務
局
（
女
性
交
流
支
援

ル
ー
ム
内
、
☎
６５
・
３
７
０
９
）

教
育
委
員
会
、市
立
幼
稚
園
長
会
・

教
育
研
究
会
は
「
幼
児
一
人
一
人
の

心
を
大
切
に
」
を
テ
ー
マ
に
市
立
幼

稚
園
絵
画
展
を
開
き
ま
す
。

全
園
児
の
創
造
性
あ
ふ
れ
る
作
品

が
並
び
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

期
間
＝
１
月
９
日
㈮
～
１２
日
㈷

時
間
＝
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４

時
３０
分

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
＝
市
立
幼
稚
園
教
育

研
究
会
（
大
住
幼
稚
園
内
、
☎
６２
・

７
４
０
５
）

日
に
ち
＝
２
月
１６
日
㈪

時
間
＝
午
後
１
時
２０
分
～
４
時

場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
人

内
容
＝
▼
講
義
…
テ
ー
マ
は
、

歯
周
病
予
防
の
最
前
線
か
ら
！
。

講
師
は
、
日
本
歯
周
病
学
会
認
定

歯
周
病
専
門
医
の
牧
草
一
人
さ
ん

▼
実
技
…
テ
ー
マ
は
、
ピ
カ
ピ
カ

歯
み
が
き
術
！
。
講
師
は
、
歯
科

衛
生
士
の
和
田
美
登
里
さ
ん

定
員
＝
先
着
４０
人

保
育
（
生
後
６
カ
月
か
ら
就
学

前
ま
で
。
先
着
１５
人
）
が
あ
り
ま

す
。費

用
＝
無
料

申
込
方
法
＝
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

申
込
期
間
＝
１
月
５
日
㈪
～
２

月
４
日
㈬
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
健
康
推
進

課
（
☎
６４
・
１
３
３
５
）

赤
ち
ゃ
ん
が
学
習
し
て
い
く
過
程
を

分
か
り
や
す
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

【
世
界
を
学
ぶ
赤
ち
ゃ
ん
】

保
育
士
な
ど
専
門
家
向
け
の
内
容
で

す
が
、
興
味
が
あ
る
人
は
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
子
ど
も
は
入
室
で
き

ま
せ
ん
。

日
時
＝
２
月
６
日
㈮
午
後
６
時
３０
分

～
８
時
３０
分

定
員
＝
先
着
８０
人

【
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
”
絵
本
“を

楽
し
も
う
！
】

大
人
だ
け
で
も
、
子
ど
も
と
一
緒
で

も
楽
し
く
受
講
で
き
ま
す
。
お
む
つ
替

え
・
授
乳
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
２
月
７
日
㈯
午
前
１０
時
～
正
午

定
員
＝
先
着
大
人
５０
人

【
場
所
】

け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ
（
精
華
町
）

【
講
師
】

仁
愛
女
子
短
期
大
学
幼
児
教
育
学
科

准
教
授
の
乙
部
貴
幸
さ
ん

【
申
込
方
法
】

電
子
メ
ー
ル
（
件
名
は
２
月
赤
ち
ゃ

ん
学
講
座
参
加
申
込
）
か
℻
で
、
希
望

日
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
年

齢
（
３０
歳
代
な
ど
）・
住
所
・
電
話
番
号
・

℻
を
書
い
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
送

信
後
、
２
日
以
内
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
に
返
信
が
な
い
場
合
は
連

絡
し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
定
員
に
達
し
な
い
場
合
で
も
１

月
２６
日
㈪
に
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進

協
議
会
（
㈱
け
い
は
ん
な
内
、
☎
９５
・

５
０
３
４
、
℻
９８
・
２
２
０
５
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
スakachan@ml.keihanna-

plaza.co.jp

）

市
は
、
四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ

な
が
ら
、
楽
し
く
健
康
づ
く
り
が

で
き
る
よ
う
、
水
辺
の
散
策
路
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
に
行
っ
た
市
民
満
足
度

調
査
で
は
、
本
市
に
住
み
続
け
た

い
理
由
と
し
て
多
く
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
自
然
環
境
の
良
さ
。
そ
の

豊
か
な
自
然
の
中
を
流
れ
る
川
沿

い
の
道
の
整
備
を
進
め
る
こ
と

で
、
快
適
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
楽

し
め
ま
す
。

手
原
川
・
天
津
神
川
を
結
ぶ
５
・

２
㎞
の
散
策
路
（
＝
下
図
）
は
、

桜
並
木
や
酬
恩
庵
一
休
寺
な
ど
の

名
所
を
巡
る
ル
ー
ト
で
す
。ま
た
、

一
部
の
区
間
に
は
、
カ
ラ
ー
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
や
ベ
ン
チ
の
設
置

を
３
月
ま
で
に
行
い
ま
す
。

同
散
策
路
は
計
画
的
に
順
次
拡

大
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
散
策

ル
ー
ト
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
建
設
政
策
推
進
室

（
☎
６４
・
１
３
４
０
）

同
志
社
大
学
「
ふ
ら
っ
と
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
で
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
映
画

上
映
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
け
ん
玉
の
プ
ロ
と
し
て
日
本
全

国
で
活
躍
中
の
け
ん
玉
師
・
し
げ
き

ひ
ろ
し
さ
ん
（
＝
写
真
）
が
出
演
。

け
ん
玉
の
新
た
な
表
現
に
、
驚
き
と

発
見
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ど
な
た
で

も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ふ

ら
っ
と
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
１
月
２１
日
㈬
午
後
０
時
３０

分
か
ら

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ

ン
パ
ス
ロ
ー
ム
記
念
館

費
用
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
同
志
社
大
学
京

田
辺
校
地
学
生
支
援
課
（
☎
６５
・

７
４
１
３
）

同
志
社
女
子
大
学
音
楽
学
科
オ
ペ

ラ
ク
ラ
ス
は
、モ
ー
ツ
ァ
ル
ト「
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
」の
公
演
を
行
い
ま
す
。

全
４
幕
を
イ
タ
リ
ア
語
で
上
演
。
イ

タ
リ
ア
語
が
分
か
ら
な
く
て
も
、
字

幕
が
出
る
の
で
安
心
で
す
。
日
本
語

上
演
と
は
一
味
違
っ
た
雰
囲
気
で
オ

ペ
ラ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
２
月
２１
日
㈯
午
後
２
時
か

ら
。
開
場
は
午
後
１
時
３０
分
か
ら

場
所
＝
同
志
社
女
子
大
学
京
田
辺

キ
ャ
ン
パ
ス
新
島
記
念
講
堂

定
員
＝
８
０
０
人

費
用
＝
無
料

問
合
せ
先
＝
同
志
社
女
子
大
学
学

芸
学
部
・
文
学
研
究
科
事
務
室
（
音

楽
学
科
）（
☎
６５
・
８
５
０
１
）

市
は
、
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く

食
事
が
で
き
る
よ
う
、
歯
周
病
予

防
講
座
を
開
き
ま
す
。

成
人
の
約
８
割
は
、
歯
周
病
に

か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
症

状
が
進
行
す
る
と
、
歯
を
失
う
だ

け
で
な
く
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な

ど
命
に
関
わ
る
病
気
に
つ
な
が
り

ま
す
。
最
新
の
歯
周
病
予
防
方
法

を
学
び
、
お
口
か
ら
健
康
に
な
り

ま
し
ょ
う
。
参
加
者
に
は
歯
ブ
ラ

シ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

京
田
辺
市
と
イ
ギ
リ
ス
・
ウ
ィ
ラ

ル
市
は
、
幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で

の
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
作
品
を
交

換
す
る
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ウ
ィ
ラ
ル
市
か
ら
送
ら
れ
て
き

た
作
品
と
、同
市
に
送
っ
た
作
品（
写

し
）
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
＝
１
月
２５
日
㈰
～
２８
日
㈬

時
間
＝
午
前
１０
時
～
午
後
４
時

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

問
合
せ
先
＝
市
民
参
画
課
（
☎

６４
・
１
３
１
４
）

完成イメージ

学
研
都
市
で
の
文
化
活
動
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
、
京
田
辺
・
木
津
川
市
、

精
華
町
な
ど
で
構
成
す
る
け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促
進
協
議
会
は
、

育
児
や
歴
史
な
ど
を
テ
ー
マ
に
多
彩
な
講
座
・
授
業
を
行
い
ま
す
。

酬
恩
庵
一
休
寺

方
丈
庭
園

市は、ごみとして出された樹木の枝・葉などを細かくチップ
化し、無料配布します。家庭菜園やガーデニングに最適です。
日時＝ 2月 15 日㈰午前 8時～午後 3時 30 分
場所＝環境衛生センター天王碧水園
対象＝市内に在住する人
配布量＝車 1台につき 3袋程度（1袋 45ℓ）
申込状況によって配布量が変わります。
申込方法＝往復はがきの往信用に「チップ希望」・住所・氏名・
電話番号を、返信用に住所・氏名を書いて、郵送してください
返信はがきで配布時間を連絡します。
しめきり＝ 1月 19 日㈪（必着）
申込・問合せ先＝環境衛生センター甘南備園（〒 610-0331
田辺ボケ谷 58、☎ 62-4328）
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エネファーム補助金
申請の受け付けを再開
家庭用燃料電池システム（エネ
ファーム）の設置補助金の予算を増
額し、申請の受け付けを再開します
自らが居住する市内の住宅に、エ
ネファームを新設する個人で、平成
25 年 4月 1日以降に国の補助金制
度の交付が確定した人 補助額＝
15 万円 1 月 5 日㈪～ 3 月 27 日
㈮に環境課か市 にある申請書に必
要書類を添えて持参。予算がなくな
り次第、終了します問環境課（☎
64-1366）

出産育児一時金
支給額を引き上げ
1 月から出産育児一時金の支給額
が 404,000 円（14,000 円増）とな
ります。産科医療補償制度の対象と
なる分娩は、420,000 円が支給さ
れます問国保医療課（☎ 64-1332）

110番の日
1 月 10 日は 110 番の日です。事
件・事故などのときや、不審な人
物や物音を聞いたときは 110 番
しましょう。警察相談専用電話
「＃ 9110」では相談も受け付けて
います問田辺警察署（☎ 63-0110）

医療関係資格を持つ人は
届け出を
平成 26 年度は、医療従事者など

トレーニングルーム
利用講習会
▼ 1 月 16 日㈮ 19 時～ 21 時▼

がん個別相談会
1 月 13 日㈫・2月 10日㈫・3月
10 日㈫ 13 時～ 15 時 30 分、山城
広域振興局（宇治市） 保健師・看
護師による相談。電話相談も受け付
け（平日 9時～ 16時） ☎で申し
込み問京都府がん総合相談支援セン
ター（☎ 0120-078-394）

支援学校・支援学級生の
保護者研修会
1 月 20 日㈫ 12 時 30 分～ 14 時
30 分、コミュニティホール 市内
に在住する保護者 テーマ＝京田辺
で働くには。就労関係事業所説明・
相談など ☎かはがき・ＦＡＸで氏名・
子どもの学校名と年齢を連絡問障害
福祉課（☎ 64-1372、ＦＡＸ 63-5777）

ひだまりの会
1月 27日㈫13時 20分～15時、
府立洛南寮 市内に在住する高齢者
フォークダンス鑑賞など 無料
1月 22 日㈭までに☎問社会福祉協
議会（☎ 62-2222）

介護者交流会
1月 26日㈪13時 30分～15時、
社会福祉センター 在宅で介護する
人 プリザーブドフラワーアレンジ
メント作りなど 600 円 ☎で申
し込み問社会福祉協議会（☎ 62-
2222）

ふとん丸洗いサービス
市内に在住し、常時介護が必要

で外出が困難な 60歳以上の人 布
団丸洗い・乾燥サービス。2月中に

の資格を持つ人の届け出の年です
①すべての医師・歯科医師・薬

剤師②保健師・助産師・看護師・
准看護師・歯科衛生士・歯科技工
士 ①は住所地か就業地の保健所。
②は就業地が京都市の人は京都府
医療課、そのほかは最寄りの保健
所問▼山城北保健所（☎ 21-2191）
▼ 京 都 府 医 療 課（ ☎ 075-414-
4754）

文化財を火災から守ろう
1 月 26 日の文化財防火デーにち
なんで、消防本部は 1月 20 日㈫～
26 日㈪を文化財防火週間としてい
ます。貴重な文化財を守るため、防
火に努めましょう問消防本部予防課
（☎ 63-7826）

回収、1週間程度で納品。代替布団
あり 無料 申込書を 1月 27 日㈫
までに提出問社会福祉協議会（☎
62-2222）

子宮がん・乳がん検診
１月中に受診を
子宮がん・乳がん検診の受診票が
届いていて、まだ受診していない人
は 1月 31 日㈯までに受診してくだ
さい。子宮がん検診を市外の指定医
療機関で受ける人は、書類を郵送し
ますので連絡してください問健康推
進課 (☎ 64-1335)

認知症家族交流会
2 月 26 日㈭ 14時～ 16時、北部
住民センター 市内在住で認知症の
人を介護する家族・当事者 先着
15人 200 円 ☎・来所で申し込
み問地域包括支援センターあんあん
宝生苑（☎ 68-0705）

公共事業再評価審査
委員会の委員募集
市内に在住し、1 月 1 日現在

18 歳以上の人 公共事業再評価審
査委員会は、市の公共事業の効率的
な運用のため、必要性や有効性など
を再評価する機関。任期は委嘱日か
ら 2 年 2 人 住所・氏名・生年
月日・性別・連絡先・経歴・市政に
関わる活動などの経験・動機（400
字程度）を書いて、1 月 5 日㈪～
20 日㈫に持参・郵送問建設政策推
進室（☎ 64-1340）

コーラスかがやき
1 月 8日㈭・22日㈭、2月 12日
㈭・26日㈭、3月 12日㈭・26日㈭。
いずれも 14 時～ 16 時、中央公民
館 ピアノ伴奏で合唱 300 円。
かがやき会員 200 円問京田辺ネッ
トワークの会かがやき（中央公民館
内、☎ 62-2552）

はいはいサロン
1 月 20 日㈫ 10 時 30 分～ 11 時
30 分、女性交流支援ルーム 6カ
月までの第 1子と保護者 看護師
の廣澤真奈巳さんによる育児相談、
交流・情報交換 先着 12組 100
円 1月 9日㈮ 10時以降に☎問女
性交流支援ルーム（☎ 65-3709）

古文書を読む会
1 月 10 日㈯ 10時～ 12時、中央
公民館 講師＝精華町教育委員会の
中川博勝さん 300 円問京田辺市
郷土史会・上村（☎ 62-2412）

かぐや姫クラフト
in 澤井家住宅
1 月 12 日㈷・13 日㈫ 10 時～
16 時（12 日は 11 時から）、澤井
家住宅 クラフト作家が土間や室内
をアートで表現 無料問京都南部ク
ラフト実行委員会・亀村（☎ 080-
6113-9312）

カルタ大会王者決定戦
1月 31日㈯13時 30分～15時、
老人福祉センター宝生苑 市内に在
住する小学校 1年生～ 17 歳か 60
歳以上 チーム戦のカルタ大会 先
着 30 人 1 月 13 日㈫ 9時以降に
☎問大住児童館（☎ 68-2225）

親子ふれあいあそび
▼ 1 月 19 日 ㈪ 1・2 歳 児

（H23.4.2 ～ H25.4.1 生） おやつ
作り 1月 13 日㈫～ 17 日㈯ 9時
以降に☎▼ 1 月 26 日㈪ 0 歳児
（H25.4.2 ～ H26.4.1 生） 楽器作
り 1月 19 日㈪～ 24 日㈯ 9時以
降に☎。いずれも 10 時～ 11 時、
大住児童館 各回先着 15組。同館
の親子教室参加者を除く問大住児童
館（☎ 68-2225）

かがやき
ノルディックウォーク
1月 24日㈯13時 30分～15時、
田辺中央体育館 用具貸出あり。雨
天時は上靴を持参 先着 30 人 1
月 17 日㈯までに☎問▼京田辺ネッ
トワークの会かがやき（中央公民館
内、☎ 62-2552）▼奥西（☎ 62-
1696）

普通救命講習
▼ 1月 18 日㈰ 9 時～ 12 時、消
防署 15 人▼ 1月 24 日㈯ 9時～
12 時、消防署北部分署 10 人
AED（自動体外式除細動器）を用
いた心肺蘇生の講習。技術習得者に
は修了証を発行 無料 前日までに
☎問▼消防署（☎ 63-1125）▼消
防署北部分署（☎ 65-0119）

いす -1GP出場者募集
3 月 28 日㈯ 9時から、キララ商
店街 高校生以上 事務いすに乗り
2時間でコース（180m）の周回数
を競う 3人 1 チーム 4,500 円
で確認し 1月 20 日㈫までに申し

込み問キララ商店街事業協同組合・
田 原（ ☎ 090-8827-9666、
http://www.kiraramall.jp/）

親子体操
1月 21日㈬10時～11時 15分、
中部住民センター 2・3歳児と保
護者 指導＝ジュニアスポーツ指導
員の山本ゆみ子さん。ボール・なわ
とび・上靴・水筒・タオルを持参
無料問草内民生児童委員協議会・橋
本（☎ 63-2582）

市民ねっと楽学塾
1月 22日㈭10時～11時 30分、
社会福祉センター テーマ＝あなた
は大丈夫？悪徳商法にご用心！。講
師＝市職員 先着 30人 無料問ま
ちづくり市民ねっと京田辺▼河内
（☎ 090-6753-2988）▼吉村（☎
090-5974-4353）

えびいも・抹茶の
料理講習会
2 月 18 日㈬ 10時～ 15時、中央
公民館 市内に在住・通勤・通学す

る18歳以上 京田辺産のえびいも・
抹茶を使った料理。講師＝京田辺市
生活研究グループ連絡協議会会員
抽選で 16 人 500 円 か往復
はがきの往信用に「料理講習参加希
望」・住所・氏名（ふりがな）・年齢・
性別・☎を、返信用に住所・氏名を
書いて 1月 30 日㈮（必着）までに
郵送問農政課（☎ 64-1362、
nousei@kyotanabe.jp）

文化協会新規登録
サークル募集
市内に在住・通勤・通学する 5

人以上で構成する団体。詳しくはお
問い合わせください 18 歳以上 1
人 500 円（年会費） 申込書と必
要書類を 1月 31 日㈯ 12 時までに
持参問文化協会（中央公民館内、☎
62-2552）

JRふれあいハイキング
2 月 11 日㈷ 8 時、JR 三山木駅
集合（14 時ごろ解散） テーマ＝
二月堂お水取りの竹送りを訪ねる。
コース=普賢寺ふれあいの駅→大
御堂観音寺→竹取翁博物館→ JR三
山木駅（約 5km）。昼食・水筒を持
参。弁当（600 円）の予約可
700 円。観音寺拝観希望者は 400
円必要 2 月 9 日㈪までに住所・
氏名・☎・参加人数・弁当の有無を
☎・ＦＡＸ・ 問京田辺市観光案内所（☎
68-2810、ＦＡＸ 68-2817、 info@
kyotana.be）

認知症サポーター
養成講座
2 月 10 日㈫▼ 10 時～ 11 時 30
分▼ 14 時～ 15 時 30 分、女性交
流支援ルーム 市内に在住・通勤・
通学する人 15人 無料 ☎で申
し込み問地域包括支援センターあん
あん宝生苑（☎ 68-0705）

1月 25日㈰ 10時～ 12時、いずれ
も田辺中央体育館 市内に在住・通
勤・通学する 15 歳以上の人。中学
生を除く 田辺中央体育館トレーニ
ングルームの登録・利用講習
1,000 円 各回の 7 日前までに来
館か、 （件名はトレーニング講習
会希望）・往復はがきの往信用に希
望日・住所・氏名（ふりがな）・年齢・
☎・勤務先または学校名（市外の人）
を、返信用に住所・氏名を書いて郵
送。 は 7日以内に返信がないと
きは連絡問田辺中央体育館（〒
610-0331 京田辺市田辺丸山 19、
☎ 62-1501、 gym@kyotanabe.
jp）

スポーツに親しむ日
1 月 17 日㈯ 9 時 30 分～ 12 時、
田辺中央体育館 バドミントン・卓
球・ミニバスケット・
跳び箱・ミニトラン
ポリン・カローリン
グなどを楽しめます
100 円。小学生

未満は無料問田辺中
央体育館（☎ 62-
1501）

◎山手東ローズクラブが福祉のた
めに、5,000 円

市は、京田辺の文化のこれ
からを考える文化振興シンポ
ジウムを開きます。
日時＝ 1 月 25 日㈰午後 1
時～ 3時 30 分
場所＝中央公民館
内容＝▼講演（同志社大学
副学長の真山達志さん）▼パ
ネルディスカッション（真山
達志さん・京田辺音楽家協会
会長の山田晏子さん・京田辺

市芸術家協会会長の藤本玲舟
さん・同志社大学政策学部の
長田吉弘さん・石井明三京田
辺市長）▼市内文化団体によ
るフラダンス・ミニコンサー
ト
定員＝先着 300 人
費用＝無料
申し込み＝不要
問合せ先＝教育総務室（☎
64-1391）
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【きっと良くなる羊年】

先月号の答え：澤「井」家住宅でした

図書館だより

▼1月 6日㈫～ 11日㈰
“自然を愛する男　2人展”：
自然を愛する男2人展の会
▼ 1月 14日㈬～ 18日㈰
第 16回渾渾会油絵展：渾
渾会
▼ 1月 20日㈫～ 25日㈰
和美の会：和美の会
▼ 1 月 31 日 ㈯ ～ 2 月 8

【中央図書館】
▼毎週土曜日（3日㈯を除
く）：午後 3時～
▼ 21日㈬：午後 4時～
▼ 2 月 7 日㈯：午後 3 時
～
【北部分室】
▼毎週土曜日（3日㈯を除
く）：午前 11時～
▼ 21日㈬：午後４時～
▼ 2月 7日㈯：午前 11時
～
【中部分室】
▼ 14日㈬：午後 4時～
▼ 21日㈬：午後 4時～
※おはなし会は各日 30分

▼ 2 月 7 日㈯…ニュー・
シネマ・パラダイス▼ 21日
㈯…UDON
いずれも午前 10 時 30 分
から。

日㈰（2月 2日㈪を除く）
第 3 回「子ども読書本の
しおりコンテスト」入賞作品
展示：中央図書館

新年の第一歩として第 51 回新春甘南備
山初登りに参加しませんか。中学生以下に
はプレゼントもあります。
日にち＝ 1月 3日㈯。小雨決行
時間・場所＝▼午前 8
時 30 分・JR 京田辺駅
西口▼午前 9時・薪
小学校
申し込み＝不要
問合せ先＝京田
辺市文化協会（中
央公民館内、☎
62-2552）

市・教育委員会は、成人に達した若者の
門出を祝うため、成人式を開きます。観覧
はどなたでもできます。
対象＝平成 6年 4月 2日～同 7年 4月 1
日生まれで、原則として市に住民登録をし
ている人
内容＝▼成人式式典（第 1部）
▼新成人スタッフがビンゴ大会や芸能人
を招いたステージなどを企画する成人のつ
どい（第 2部）

期間＝ 1 月 14 日㈬～ 21 日㈬午前 8 時
30 分～午後 5時 15 分（土・日曜日を除く）
21 日は午後 4時 30 分まで。
場所＝市役所 2階市民ロビー
問合せ先＝社会教育・スポーツ推進課（☎
64-1394）

京田辺市消防団と消防本部は、消防活動
支援隊・自主防災組織・自衛消防隊の参加
による消防出初式を行います。消防車両に
よる一斉放水は圧巻です。
日にち＝ 1月 11 日㈰
時間＝午前 9時 30 分～
11 時 30 分
場所＝田辺公園多
目的運動広場（雨天
の場合は中央公民
館）
問合せ先＝消防
本部（☎ 63-7825）

はがきに次の質問の回答と郵便番号・
住所・氏名・年齢・日中連絡がつく電話
番号を書いて郵送してください。応募は
広報紙のほか、京田辺市ｅモニター（た
なモニ）でも受け付けています。
①「○」に入るクイズの答え
②興味を持った記事と感想
③分かりにくかった記事
④今後取り上げてほしい企画やご意見
など
正解者の中から抽選で 3名様に、玉露
茶器セットをプレゼントします。
個人情報は賞品の発送のみに使用しま
す。また、いただいた意見や感想は広報
紙などで紹介する場合があります。なお、
ご意見に対する個別回答はできませんの
で、ご了承ください。
当選発表は、賞品の発送をもって代え
させていただきます。
しめきり＝1月15日㈭（当日消印有効）
応募・問合せ先＝秘書広報課（〒
610-0393〈住所不要〉、☎ 64-1320）

玉露茶器
セット3名様

市は、全国玉露のうまい淹れ方コンテス
トが福岡県で開かれるにあたり、京都府代
表を決める予選会出場者を募集します。
日時＝ 1 月 31 日㈯午前 10 時～午後 0

時 30 分
場所＝社会福祉センター
定員＝ 50 人。多数の場合は抽選します
費用＝ 1,000 円。当日徴収
申込方法＝はがきに氏名・住所・電話番

号・メールアドレス・年齢・性別を書いて
郵送してください。はがき 1枚につき１人
まで
しめきり＝ 1月 21 日㈬（必着）
申込・問合せ先＝農政課（〒 610-0393〈住

所不要〉、☎ 64-1362）

市と京田辺茶業青年団は、第 41 回新春
茶香服（ちゃかぶき）大会を開きます。
茶香服は、室町時代に流行した茶席の遊
びで、種類・産地が違う 5種類のお茶を、色・
香り・味などで飲み当てるゲームです。
日時＝ 2月 1日㈰午後 1時～ 4時
場所＝コミュニティホール
対象＝市内に在住する 5人チーム
定員＝先着 8チーム
参加費＝無料
申込方法＝来店か電話で申し込んでくだ
さい
しめきり＝ 1月 27 日㈫
申込・問合せ先＝ JA京都やましろ京田
辺支店（☎ 62-1177）
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